
登 園 届 

登園の際には、下記の届け出の提出をお願いします。 

（なお、登園のめやすは、子どもの全身状態が良好であることが基準となります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育所は、入園児が集団で長時間生活を共にする場です。感染症の集団での発症や流行をできるだけ防ぐこと

はもちろん、子どもたちが一日快適に生活できることが大切です。 

保育所入所児がよくかかる下記の感染症については、登園のめやすを参考に、かかりつけの医師の判断にした

がい、登園届の提出をお願いいたします。なお、保育所での集団生活に対応できる状態に回復してから登園す

るよう、ご配慮ください。                         登園時（      ） 

〇医師の診断を受け、保護者が記入する登園届が必要な感染症    保育士名（      ） 

病 名 潜伏期間 主要症状 登園のめやす 

溶連菌感染症 2～5日 高熱、のどの痛み、嘔吐、腹痛、頭痛を起こす
ことがある。手足や体に発疹が出始め、舌はイ
チゴのようにぶつぶつになる。 

抗菌内服後 24～48 時間経
過していること。 

マイコプラズマ

肺炎 

2～3週間 咳が長期にわたって続き、夜間や早朝に強くな
る。発熱、のどの痛み、鼻症状、頭痛が見られ
る。 

発熱や激しい咳がおさま
っていること。 

手足口病 3～6日 指、手のひら、足の裏、唇やほほの内側、舌な
どに白い水泡の発疹がでる。 

発熱や口腔内の水泡・潰瘍
の影響がなく、普段の食事
がとれること。 

伝染性紅斑 

（リンゴ病） 

4～14日 両側の頬が発赤し、その後 1～4日で体幹・四肢
にも紅斑がでる。 

全身症状が良いこと。 

ウイルス性胃腸

炎（ノロ、ロタウイ

ルス等） 

1～3日 突然の激しい嘔吐が現れ、下痢のため脱水にな
りやすい。ロタウイルスでは便が白っぽく酸臭
がある。 

嘔吐、下痢等の症状がおさ
まり普段の食事がとれる
こと。 

ヘルパンギーナ 3～6日 突然の高熱、口蓋垂（のどちんこ）の上に多数
の小水疱ができる。 

発熱や口腔内の水泡・潰瘍
の影響がなく、普段の食事
がとれること。 

咽頭結膜熱 

（プール熱） 

2～14日 高熱、扁桃腺炎、結膜炎 発熱、充血などの症状が消
失した後２日を経過して
いること。 

RSウイルス 

ヒトメタニューモ

ウイルス 

4～6日 発熱、鼻水、咳、ゼーゼーなどの風邪症状。乳
児では重症になりやすい。 

呼吸器症状が消失し、全身
症状が良いこと。 

帯状疱疹 不定 神経に沿って小さく透明な水ぶくれができる。
痛みは皮膚の症状と一緒に消えていく。 

全ての湿疹が痂皮化して
から。 

突発性発しん 9～10日 高熱が 3～5日間継続したあと、解熱とともに発
疹がでる。 

解熱し機嫌が良く全身症
状が良いこと。 

とびひ 2～10日 透明な水疱ができ、白く濁っている。水疱は破
れやすく、かゆみがある。 

膿疱が消失するまで家庭
保育が望ましい。 

インフルエンザ 1～3日 突然の高熱や強い頭痛、咽頭痛や咳、嘔吐、食
欲不振、下痢、関節痛、全身倦怠感など。 

※専用の届出書に体温等
記入して提出。 

新型コロナ 

ウイルス感染症 

平均３日 発熱、呼吸器症状、頭痛、倦怠感、消化器症状、
鼻汁、味覚異常、嗅覚異常など 

※専用の届出書に体温等
記入して提出。 

 

登 園 届（保護者記入） 

東江保育園 園長 島袋 好 殿 

クラス：            

園児名：            

令和   年   月   日 医療機関名「                」において、  

病 名 「                           」と診断され病状が回復し、

集団生活に支障がない状態と判断しましたので登園いたします。 

 

登園日付  令和   年   月   日     保護者名           印 


